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本発表の目的

書籍『ソフトウェア品質保証の極意』 （以下、「極意本」
という）を起点に、品質保証の知見を現場でどう活かし、
高められるかを報告する。

今年度は、講演・対話会、HP検索性改善、投稿などを通じて、
プロの会(*)の成果と極意本の価値を現場に届ける活動を行った。

本日は、まず活動全体を共有したうえで、
講演・対話会で得られた手応えと学びを中心に報告する。

*:ソフトウェア品質保証プロフェッショナルの会
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今年度の活動全体：プロの会の成果と極意本の価値を現場に届ける

今年度は２つの柱で活動を行った。それぞれの成果を紹介する。

■プロの会の成果をもっと「使われる知見」へ
⚫ 利用可能な帳票・ツールを探し、現場で使いやすくする
⚫ 期別だけでなくカテゴリ別にも探せるようにする

■極意本を「読まれる成果物」から「使われる知見」へ
⚫ 講演・対話会の実施：現場の悩みを起点に、極意本やプロの会メンバーの経験を共有

⚫ 投稿による発信：外部メディア投稿等を通じて、極意本の価値を広く伝える
⚫ SQiPシンポジウムでの紹介：ランチセッションで極意本の活用方法を紹介

構築した仕組みを紹介

本日は、ここを深掘りして報告

活動を
継続中
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【紹介】プロの会HPの検索性改善、帳票・ツールの再利用に向けた整理

ソフトウェア品質保証プロフェッショナルの会HP
https://www.juse.or.jp/sqip/community/bucyo/

帳票・ツールを
探せる

期別だけでなくカテゴリ
別にも探せる

https://www.juse.or.jp/sqip/community/bucyo/
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本発表で深掘りする範囲：現場課題への適用（講演・対話会）

◼ 今年度の活動の中でも、本発表では、極意本の知見を現場課題に適用した講演・対話会を
取り上げる。

◼ 講演・対話会では、参加者が抱える具体的な悩みを起点に、極意本の知見をどのように
活かせるかを議論した。

以降では、次の3点を中心に報告する。

・現場の悩みの言語化
・対話を通じた気づき
・次の行動への接続
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背景と問題意識：品質保証の知見は、なぜ現場で活かしきれないのか

◼ 品質保証の重要性は、多くの現場で理解されている。

◼ しかし実際には、納期・コスト・体制・要件変更などの制約により、理想通りに進められ
ない場面がある。

◼ ここでの課題は、知識不足だけではない。

◼ 体系化された知見を、現場の状況に合わせて「使える形」に変えることが重要である。

そのために、極意本の内容を一方的に伝えるだけでなく、
現場の悩みを極意本で解決する場が必要だと考えた。
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現場で顕在化する課題と実践上の葛藤

品質保証では、上流で品質を作り込み、プロセスで安定させることが重要とされる。

しかし現場では、次のような課題が起きる。

◼ 要件が不確実なまま進む
◼ 変更が頻繁に発生する
◼ 品質活動より納期・コストが優先される
◼ 品質保証部門と開発現場の距離が縮まらない
◼ 品質が個人の頑張りに依存してしまう

その結果、
「正しいことは分かっているが、現場ではその通りに進められない」
という葛藤が生じる。
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実践結果：対話会・講演から見えたこと

◼ 現場課題を持ち寄る対話会
• 開発現場との関係性
• 超上流への関与
• 品質保証部門の立ち位置
参加者の具体的な悩みをもとに、プロの会メンバーの経験や知見を交えて議論した。

◼ 組織レベルの品質マネジメントに関する講演
• テーマ：上流工程で品質を作り込む
• 扱った観点：

・要件定義
・受注時リスク
・品質文化
・教育・監査

これらの取り組みを通じて、極意本は「現場の悩みを言語化し、知見を共有し、
対話を深めるための共通言語」になり得るという手応えを得た。
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成果①：対話の場として有効だった

対話会後のアンケートでは、運営・進行・対話形式について肯定的な意見が多く得られた。
良かった点は、次の3つである。

◼ 現場課題への事前準備が議論を促進した
テーマや質問を事前共有したことで、議論が進めやすくなった。

◼ 初対面でも発言しやすい場になった
ファシリテーションにより、率直な意見交換につながった。

◼ 専門家と直接対話できる価値があった
リアルタイムの相談・議論で得た施策を即実践につなげられた。

この結果から、極意本の知見は、対話形式で活用することで価値が高まると
いう手応えを得た。
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成果②：講演から、現場で使える知見につながった

参加者からは、具体的な手法から考え方の整理まで、幅広い反応が得られた。

◼ すぐに使える手法・ツールを紹介
品質会計、要件定義チェックリストなど

◼ 実践に向けた新たなヒント
AI活用、レビュー、解析への応用可能性

◼ 品質保証の基本に立ち返る視座
周囲を巻き込み、「やるべきことをやる」重要性

さらに、次の事柄を行動に移す後押しが得られた。
◼ 上流工程で品質を作り込む
◼ 組織の仕組みで品質を支える
◼ 受注時・初期段階からリスクを見る

極意本を起点に、プロの会の知見も含めた実践的な示唆は、
現場での具体的な行動や判断を支える材料になり得るという手応えを得た。
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成果③：マインドの醸成

今までソフトウェア品質に関する講演を聴く機会が少なかった人達に対して、
品質に関するマインドの醸成ができた。

◼ なぜ、上流工程で品質を作り込まなければならないのかが腹落ちした。
◼ 品質は組織の仕組みで支えていかなければならないこと。
◼ 受注時・初期段階からリスクを見ることが、品質確保につながること。
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見えてきた課題：もっと深く、もっと使いやすくするために

今後に向けた改善点も明らかになった。

◼ 時間不足
扱いたいテーマを十分に深掘りしきれなかった。

◼ テーマ設定
次回は論点を絞り、より密度の高い対話にする必要がある。

◼ 具体例・成果物例の提示
要件定義やチェックリストの実例があると、現場で活用しやすい。

◼ 社内展開の仕組み
参加者個人の学びを、チームや組織に広げる工夫が必要である。

今後は、
対話の質を高める設計と学びを組織内に展開する仕組みが重要になる。
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結論：極意本は“対話を生む実践知”である

今回の実践・検証から、極意本は次の役割を持つことが確認できた。

◼ 現場課題を話し合う共通言語になる
◼ 現場で使える具体的な示唆を与える
◼ 参加者の次のアクションにつながる

極意本は、現場の悩みに対して、すぐに使える知見や考え方を与えてくれる。
さらに、個々の現場に合わせた解決策を考えるための“対話の起点”にもなる。

結論として、
極意本は、現場の実践を高めるための“対話の起点”として有効である。



Copyright© 2026 SQiP ソフトウェア品質保証プロフェッショナルの会 All Rights Reserved 14

今後のアプローチ：知見を“使われる仕組み”へ発展させる

今後は、極意本とプロの会の知見を、より多くの現場で使われる仕組みへ発展させていく。

◼ 対話会を“深掘り型”へ進化させる
テーマを絞り、現場課題により深く踏み込む。

◼ 発信を“紹介”から“活用事例の共有”へ広げる
対話会で得た学びや現場適用の示唆を発信する。

◼ 知見を“蓄積”から“継続的な伝承”へつなげる
プロの会の成果を、次の現場・次の世代に活かす。

最後の締め：
品質保証の知見を“知っている”から“使える”へ、
そして“現場で成果につながる”状態へ高めていく。
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